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６．今後の道路行政についての意見・提案 

平成２０年１０月の国土交通省道路局の新たな中期計画の策定に際して、四国地方では四国四

県知事、全９５市町村より「今後の道路行政についての意見・提案」を頂いた。 
（１）四国四県の意見の特徴 

 地域の現状と抱える課題と将来像及び道路施策として重点的に取り組むべき事項としては、

四国全体では、「身近な道路に関すること」が最も多く、次いで「生活幹線道路の整備」「災害

対策」が高くなっている。 
 各県の特徴を見てみると、４県とも「身近な道路に関すること」、次いで「生活幹線道路の

整備」が多い意見となっている。 
３番目の意見としては徳島県、愛媛県、高知県は「災害対策」を望む意見が多い。香川県は

「事故対策」と「都市や交通拠点を結ぶ道路整備」、が３番目に多い意見となっている。 
４番目の意見として、徳島県は「高速道路の整備」、高知県は「都市や交通拠点を結ぶ道路

整備」、愛媛県は「渋滞対策」、「高速道路の整備」を望む意見が多くなっている。 
四国８の字ネットワークに関する意見は、南海・東南海地震が起こった場合の国道の代替路

線となる四国８の字ネットワークの整備（災害対策）や都市と地方の格差を無くする四国８の

字ネットワークの整備（都市や交通拠点を結ぶ道路整備）、宇和島市内渋滞解消のための四国

横断自動車道西予宇和～宇和島北および宇和島道路（渋滞対策）など、速達性だけでなく、様々

な課題解決のために四国８の字ネットワークの整備を望む意見が多い。 
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※生活道路の他、歩道、バリアフリー、生活幹線道路などに対する要望含む




